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スポーツ事故と安全について
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1. はじめに

現代における文明の発達は，都市化や生活様式

の機械化，技術革新による作業形態のいちじるし

い変化をきたし，生活水準の向上や自由時間の増

加などの利益をもたらした反面，人間疎外やスト

レス，有害食品や環境汚染にともなう生活妨害，

身体活動の不足と栄養過剰による肥満症など，健

康上の面でさまざまな問題を提起している.

また，交通機関の発達やマイカーの普及によ

り，私たちに労力と時間の節約をもたらしてくれ

たのはし、L 、が，逆に歩行運動が極度に減少し，脚

力の低下や内臓障害を誘発しているといわれてい

る[ 1 ]. 

2. スポーツ(身体活動)の必要性

スポーツという言葉は， レクリエーション的な

活動と競技的な身体活動との 2 つの内容をもって

おり，わが国のスポーツは競技をめざす選手層を

中心に発展してきている.しかし，昭和39年の東

京オリンピック大会を契機として，わが国のスポ

ーツはひとつの転機を迎えたといえる.

スポーツへの参加者層では女性や中・高年者の

参加がし、ちじるしく，特にスポーツを「自分です

るのが好き」という人々が増加し，今や3400万人

に達したといわれ[ 2 ]，わが国のスポーツは高度
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化と大衆化の進展によってますます多様化の傾向

を示している.

健康の維持増進のためには，身体活動が不可欠

なことは一般的に認められてはし、るが，運動の効

果も，運動不足による障害も，ともに徐々に現わ

れる現象だけに，健康な生活を営んでいる時には

あんがし、気がつかないものである.

運動不足がもたらす障害としては「筋肉欠乏性

腰痛」などが整形外科的障害の中でも最も頻繁に

みられるものである.私たちがし、ろいろな姿勢や

動作をうまくコントロールするためには，身体の

大きな筋肉群が使われるが，座業的な仕事ゃいつ

もソファ一等に座ってばかりいる人々にとって

は，これらの筋肉はまれにしか使われず，このよ

うな静的でパランスを崩した身体の使い方が近年

ますます多くなりつつあり，これが腰痛症の重要

な原因として作用しているといわれている[ 3 ]. 

小野氏は，運動不足が心臓血管系の機能不全の

原因になりやすしそれが近年心臓血管死を激増

させていると考える，として病理的な機転のひと

つに線維素溶解能の低下をあげており，中程度以

上のランニング( 1 分間の脈拍数が 150 以上にな

るくらいの速さ)をすることが，線維素沈着によ

る動脈硬化などを予防するのに大いに役立ち，反

対に常に運動不足の状態にあれば，このような線

容能の高まりがみられないので，血管の硬化が進

行すると述べている[ 4 ]. 
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3. スポーツ(身体活動〉の危険性

スポーツが健康や体力の維持増進に必要なもの

であることについては前述したが，身体活動のす

べてが健康上有益なものとは限らない.それは運

動中の急死とか，運動をしたために外傷や障害が

発生したという例が少なくなし、からである.

競技者の場合は，試合に勝ちたい，し、L、記録を

出したい，といった欲望が常に内在化しており，

記録の更新とか技術の高度化といったことが，一

歩誤れば事故につながるといった潜在的な危険性

を含んでおり f ラ]，これら危険因子が相乗的に作

用することによって大事故へ発展するケースが多

い.このようなことは，一般的なスポーツにおけ

るゲームや練習(トレーユング)中にも発生しがち

なことである.

冒険家・登山家として数々の偉業を成し，国民

栄誉賞に輝いた植村直己氏が，本年 2 月，北米の

最高峰6194mのマッキンリーに冬季単独初登頂を

成しとけeたのち消息を断っている [6 ].このよう

なベテランといわれる人であっても，未知のもの

への挑戦には危険がつきまとうものである.

スキー事故のような場合，用具と姿勢そのもの

が危険困子となっているものもある.近年におけ

るスキー傷害の特徴は，膝・下腿部の骨折，捻挫

が増加し，逆に足関節部の傷害が減少している.

この現象は，昭和45年頃からプラスチック性のハ

イ・ブーツが出はじめてからのことである.膝関

節というのは，完全伸展位のときのみ，靭帯が緊

張して，安定した状態が作れるといわれるが[ 7], 

実際の滑降では足関節と膝関節を前に曲げ，靭帯

のゆるんだ不安定な姿勢が要求され，転倒したさ

いのスキーのエッジは凶器となる恐れがある.

また，日本体育協会スポーツ科学委員会の報告

集によると，昭和56年 9 月 -57年 12月までに発生

した，心血管系の機能不全による急死 18例が報告

されている.これらの中には，医師からショギン

グを中止するよう命ぜられていたにもかかわら

1984 年 9 月号

ず，この指示を守らなかったために急死した例も

ある.その他には，心血管系の疾患を指摘された

り，加療中のものもあるが[8 ]，原因不明のもの

では，なんらかの疾病による心機能の低下や，運

動負荷の強さに生体防衛反応が適応しきれなかっ

たためと考えられる.

4. 安全について

4.1 最近の子供は転び方も知らないといわれ

るが，これは危険の度合等の判断や，刺激に対す

る身の処し方がうまくできない結果と思われる

が，このような能力は，子供たちの遊び等の中で

自然に身につけ適応していくことが望ましいが，

現代のような核家族化といわれる中で，特に近所

付き合いの少ない都会では，一層このような体験

をもたない子供たちが増加しているようである.

四官民は，児童の遊びゃゲームは全体的な活動

で，分析的でなく，模倣性の動作のくりかえしの

ようであるが，成長発達とともに興味は増大し，

知的な発達も進み，新しい事態に適応し得るよう

になる.この能力こそ事故を防ぎ，身の安全を保

持することに役立つと述べている [9 ]. 

たとえば，自転車に乗ることをはじめて体験す

るような場合，親や子供にとっても危険や不安が

つきまとうものである.しかし，危険なことは一

切しないといった弊害を考えた場合，これらから

逃避するのではなく，安全な体制のもとで体験さ

せることが賢明であろうと思われる.そのために

は人で安全にできるようになるまでは，必ず

指導者(または親)がついている時のみ実施するよ

う習慣づけながら，安全に対する知識や態度，能

力を育成していくことが安全上最も大切なことで

ある.また，一般的に筋力や心臓等の発育・発達

が十分でないといわれる思春期前における運動

は，その発育段階に応じた内容，負荷量が決定さ

れなければならない.

4.2 ~、 L 、記録を出し， 試合に勝つことを目的

とする競技者にとっては，常に良好な心身の状態
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を保持することが大切である.そのためには健康

診断による健康度の把握が必要である.この目的

を達成するためには，専門医による定期および臨

時の健康診断によって疾病・異常の早期発見と，

その結果にもとづく事後措置が肝要である[IOJ. 

また，疾病・異常時の運動の可否や量についての

判断は，医師の指示にしたがうべきである.他面，

自分の身体である以上，摂生に務めることはもと

より，栄養摂取にも十分意を用いなければならな

し、.

4.3 スポーツ経験の少ない人々や， 長年運動

を中止していた人々の運動処方では，過去のスポ

ーツ実施状況と体力の現状を客観的にとらえ，適

切な指導がなされなければならない.また，正し

い体力測定によって， トレーニング処方や適性を

判断し，その結果にもとづいた事後指導が必要で、

ある.事後指導としては，体力の劣る者と優れた

者とで、は，その練習の質・量ともに異ならなけれ

ばならない.これを同一基準で実施するならば，

体力の優れた者には負荷が軽すぎて効果があがら

ず，逆に体力の劣る者にはオーパ←・ワークとな

る.これを強引に推し進めれば疾病や障害をおこ

し，さらには致命的事故となることもある.

4.4 スポーツの発展には， 快適な環境で， の

びのび自由に運動ができる施設が第 1 である.ゴ

ミが散乱していたり，小石がちらばり，グランド

が硬ければ危険なことは当然であり，練習意欲も

わかないであろう.施設の建設に当っては，傷害

発生の危険性を十分考慮した利用価値の高いもの

でなければならない.また，使用者・としても「自

分たちのよい運動環境J を保持するといった意識

をもって整備に務め，常に快適な練習ができるよ

う心がけることが安全への一助となるであろう.

4.5 ゲームや練習中における傷害は，その大

小こそあれスポーツにはっきものである.医師の

派遣されていない試合や練習場では，事故が発生

した場合，指導者がその程度を見きわめ，早急に

医師のもとに運ぶべきか，動かしてはいけない傷
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害か否かの判断をしなければならない.このよう

な場合に必要な基本的な知識と適切な処置をほど

こすことができれば，事故を最少限に喰い止める

ことも可能である.これらの知識と応急の処置法

については，指導者はもちろん，スポーツ関係者

のすべての人々が習得しておく必要があろう.

4.6 身体接触の多い競技では， 不正プレーに

対するレフリーの優柔不断な態度が 2 次的な不正

プレーを生み，傷害をひきおこす原因となること

がある.また，毎シーズンのことながら海・山に

おける無謀な行為，規制無視等による事故が後を

断たないが，これらもスポーツに対する正しい知

識とルールを遵守する気持があれば，多くの場合

は未然に防げるものと思われる.
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